
モルタル充填式鉄筋継手を用いたカルバートの継手性能（その 1：実験的研究） 
 

ジオスター株式会社 会員 ○下中村 圭太 藤原 慎八 久保田 伸一 

 

1.はじめに 

近年，震災復興事業の本格化や東京オリンピック開

催に伴う首都圏の建設需要の高まりなどを受け，大断

面のボックスカルバートといった大型の土木構造物に

おいても，工期短縮や現場作業の省力化，品質・施工

性の向上を目的にプレキャスト工法が採用されるケー

スが増加している。この場合，工場での製造や現場へ

の運搬時に部材寸法や重量の制約があるため，プレキ

ャスト部材を，継手を設けたいくつかのブロックとし

て現場に搬入し組立てることになる。 

一方，これまでプレキャスト部材間継手，特にカル

バートの側壁継手部には，PC 鋼材による圧着接合やボ

ルト接合などが用いられてきたが，性能照査型の設計

手法の導入による終局限界状態照査に対して，設計モ

デルを構築できるような実験結果や知見の蓄積はなさ

れていない。そこで，側壁継手部が設計手法の確立さ

れた RC 構造として評価できる継手となることを目指

し，プレキャスト工法でしばしば使用されているモル

タル充填式鉄筋継手（以下，スリーブ継手）を用いた

側壁継手部を対象とした研究を行った。 

2.研究の目的 

スリーブ継手の耐震性能に関しては，既往の研究 1）

も数多く行われているが，そのほとんどは建築部材を

対象としたものである。建築部材と土木部材であるカ

ルバートの側壁継手とを比較すると，建築部材では軸

力が支配的となる柱部材で多く使用されており，断面

配筋が対称型となっているのに対して，カルバート側

壁継手では曲げ作用が支配的になり，引張側と圧縮側

で非対称 2)な断面配筋となる場合が多い。また，カル

バートにおいては，かぶりコンクリートが剥落した場

合に，その後の交通障害に繋がる等の第三者被害の懸

念も想定される。 

本研究では，スリーブ継手を用いた大型カルバート

の側壁接合部を対象に，地震時の力学的特性と第三者

被害危険度を把握することを目的とし，非対称の配筋

を模擬した実物大部材の正負交番実験を行った。 

 

3.実験概要 

3.1 実験条件 

実験条件を表 1 に示す。CASE1 は接合部無し，

CASE2・CASE3 はスリーブ継手で接合された継手を模

擬した。CASE3 は CASE2 をさらにスリーブ継手周り

をフープ筋で拘束したものである。断面諸元は内空断

面 8.0m×5.5m の継手の無いボックスカルバートを対象

に，部材厚や鉄筋量を算出した。 

3.2 実験方法 

 載荷概要を図 1 に示す。実験は正負交番載荷とした。

載荷は変位制御とし，主鉄筋の降伏変位を 1δy として，

その整数倍を各々3 回繰返し載荷した。純曲げ載荷と

なるようにせん断スパン比 a/d=5.0 とした。 

なお，本実験では D29 が引張力を受ける場合を正曲

げ，D22 が引張力を受ける場合を負曲げと定義した。 

3.3 確認項目 

実験の確認項目は地震時を考慮した繰返し荷重が

作用した時のスリーブ継手接合部の曲げ性能の把握と，

併せて構造物としての第三者被害危険度も確認するた

め，かぶりコンクリートの損傷度も観察した。 
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図 1 載荷概要 

表 1 実験条件 
項目 CASE-1 CASE-2 CASE-3

概略図

断面 H400×B680 H400×B680 H400×B680

設計基準強度 40N/mm
2

40N/mm
2

40N/mm
2

主筋 D22@160㎜,D29@160㎜ D22@160mm,D29@160mm D22@160,D29@160mm

主筋フープ筋 D13@250mm D13@250mm D13@250mm

配力筋 D16@250mm D16@250mm D16@250mm

スリーブ継手 ― D22用，D29用 D22用，D29用

継手部フープ筋 ― ― D13@125mm

　　　　　　※スリーブ継手：継手性能判定SA級

　　　　　　※概略図：主筋フープ，配力筋は省略

　　　　　　※鉄筋：SD345

D29

D22

D29

D22 目地 スリーブ

D29

D22 目地 スリーブ

継手部フープ筋
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4.実験結果 

4.1 曲げ特性 

 CASE1 の M-φ 曲線を図 2 に示す。負曲げは 4δy ま

で耐力を維持して 5δy に耐力が低下し，正曲げは 5δy

まで耐力を維持して 6δy に曲げ圧縮破壊が生じた。

CASE3 の M-φ 曲線を図 3 に，載荷状況を写真 1 に示

す。正曲げ・負曲げともに 8δy まで耐力を維持した。

この時点で負曲げ側のジャッキストロークが能力の限

界を迎えたため，その後終局に至るまでは正曲げ載荷

を行い，その結果，11δy 相当で圧縮側鉄筋（D22）が

座屈して終局を迎えた。なお，スリーブ拘束筋のない

CASE2 も同等の曲げ性能を示した。 

条件間の M-φ 曲線を比較すると，耐力は正曲げ・

負曲げともに同等となり，包絡線も同様の傾向を示し

た。履歴曲線も同様の傾向を示したが，その特徴とし

て柱構造の既往の研究で見られる紡錘型とはならず，

正曲げ側で逆 S 字型になったことが挙げられる。これ

は，本実験で対象としたカルバートの特徴である非対

称の断面配筋が影響していると言える。（詳細はその 2

で述べる。）以上より，スリーブ継手により接合した部

材は地震時を考慮した繰返し荷重が作用しても継手の

ない RC 構造と同等の曲げ性能を持つと考えられる。 

4.2 第三者被害危険度 

 載荷後供試体を写真 2 に，スリーブ継手箇所のはつ

り後状況を写真 3 に示す。CASE2・CASE3 ともにスリ

ーブ継手が要因となるかぶりコンクリートの剥落は生

じなかった。これはスリーブ継手とコンクリートの付

着が良好なこと，鉄筋に対して剛性が高く継手部のひ

び割れが進展しなかったことが要因と考えられる。以

上より，カルバート側壁部に本継手があることで第三

者被害危険度が増加することは無いと考えられる。 

5.まとめ 

 スリーブ継手を用いた大型カルバート側壁継手部の

地震時の力学的特性と第三者被害危険度の把握を目的

に，実物大部材による正負交番載荷実験を行った。そ

の結果，スリーブ継手を用いた大型カルバートの力学

的特性は RC 構造と同等であること，接合部が要因の

かぶりコンクリートの剥落はなく第三者被害の懸念が

ないことが分かった。 
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写真 1 載荷状況（CASE3） 

正曲げ 負曲げ 

写真 2 載荷後状況

（CASE3） 

写真 3 はつり後状況

（CASE3） 
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図 2 M-φ曲線（CASE1） 
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